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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,30 45,42 +0,12 45,50 -0,08

USD / BRL Spot BRL 2,2601 2,2574 -0,0027 2,2262 +0,0312

USD / JPY Spot JPY 102,36 102,57 +0,21 101,34 +1,23

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 56.964 57.561 +597 57.013 +548

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 151,5 146,0 -5,5 145,3 +0,7

Brazil 10yrs Gov. Bond % 11,69 11,59 -0,10 11,77 -0,18

DI Future Oct15（金利先物） % 11,21 11,14 -0,07 10,85 +0,29

3 Months US Dollar Libor % 0,232 0,232 +0,000 0,232 +0,000

CRB Index（国際商品指数） Index 289,9 288,2 -1,7 297,4 -9,2

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は各種材料に反応したものの全般的に小動きの展開でした。
朝方は週末の世論調査でカンポス氏を引き継ぐシルバ氏が支持を集めたことで先週末比レアル高の２．２５
台半ばから始まりました。しかし、週次サーベイで今年末の成長率見通しが１２週連続で引き下げられたこと
や米住宅関連指標上昇を好感したことなどからドル高レアル安へ反転し２．２６台前半で取引されました。
ただ、ウクライナ情勢の緊張が緩和したとの見方からレアル売りは続かず２．２６を挟んだもみ合いとなった後
結局２．２５台後半で引けています。

大統領候補を失っていた社会党は副大統領候補であったシルバ氏を大統領候補とすることで党内の合意を
得ました。カンポス氏死去後に初めて実施されたＤａｔａｆｏｌｈａによる世論調査では、初回投票での予想得票
率がルセフ大統領３６％、シルバ氏２１％、ネーベス氏２０％となり、二人の野党候補が決戦投票への切符を
争ってほぼ並ぶ形となりました。ルセフ大統領とシルバ氏での決戦投票となった場合、それぞれ４３％、４７
％の予想得票率となっており上下２％の誤差を勘案すると有意な差とは言えないもののシルバ氏が優勢と
なっています。シルバ氏が選挙戦に加わったことで情勢は混沌としてきましたが、カンポス氏死去の直後で
同情票も入っていると見られるため有権者が冷静になった後の調査に注目が集まります。
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